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B y  S h u n  N a k a h a r a   

 コ ピ ー 対 外 配 布 厳 禁   

〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町3丁目12番11号GRANDE人形町６階    Ｎｏ．066  2020年８月 17日 

TEL 03-3669-0278     FAX   03-3668-4444       公式サイト http://www.toushinippou.co.jp 

１．  ポイント  

＜ＮＹダウ＞ 

１． 中長期見通し（底割れ。だが中長期的ボトムではない） 変更なし 

中長期見通しは「０」の年の波動通り、年前半ピークアウト。１月ピークアウトの解釈は、僅かに拙速であったに過ぎない。 

第３－４年サイクルの第３－15.5カ月サイクルは７月で13カ月目。最終的に2020年は４年サイクル下落と「０」の年（非常

に弱気）を合わせた調整はいつでも起こりえるが単にレンジ止まりとなるかも。安値の時間的ターゲットは10～11月。 

２． 短期見通し（22.3週サイクルは 7月 30日にボトムアウト。少なくても４～５週の上昇がありえる） 変更 

新22.3週サイクルかつ第一ＭＣの３週目。第一ＭＣは強気なので８週（６～９週）の大半を上昇で過ごす。押し目買い。ただ

し急落が起こった場合はまだ前22.3週サイクルが完了していない可能性も残る点には注意。 

３．留意点（第二ＭＣのボトムである24,843に急速に近づく急落が示現した場合） 変更なし 

第二MCボトムである24,843レベルに急速に接近する場合、22.3週サイクルはまだ完了していないものとして撤収する。 

＜日経平均株価＞ 

１． 中長期見通し（３月 19日の安値は長期相場サイクルのボトム） 変更なし 

15.5カ月サイクル、４年サイクルはターゲット時間帯で３月にボトムアウトした。長期サイクルがボトムアウトした以上、第

一15.5カ月サイクルは強気。ただし、2020年は４年サイクル下落と「０」の年（非常に弱気）から押しは深い可能性あり。 

２． 短期見通し（新ＰＣかつ第一ＭＣの３週目。４～５週は上昇か） 変更 

７月31日の急落はＰＣボトムであった。既に多くのレジスタンスも突破、上昇力からしてもＰＣボトム後の典型的な値動きと

みなす。上昇は後１～２週、強ければ４週上げ続ける筈。 

３． 留意点（21,710を終値で突破しさらに下落すること） 変更 

ＰＣボトムである21,710を割り込み、さらに下落した場合、ＰＣはまだ終了していなかったものとし、撤収する。 

 

 

★★          ★★ 

http://www.toushinippou.co.jp/


Shun Nakahara Report                                                Page 2  

２．ＮＹダウ分析  

１．日足アップデート 

 

相場は７月30日の安値25,992以来7連騰し、その後落ち着いた。この上昇を考えると、7月30日は少なくとも

ＭＣ級のボトムであったか、より妥当には22.3週サイクルのボトムであったと見做すべきだろう。 

 

２．週足アップデート 

22.3週サイクルのオーブは18～26週。7月30日は18週目であった。ＨＰＣは11週±1.5週、ＭＣは８週（６

～９週）。第一ＭＣは７週、５週目でピークアウト、第二ＭＣは５週、４週でピークアウト。これはオーブより短

い。第三MCは６週であった。「日柄的にはオーブ（許容範囲）の時間帯に既に入っているので、今週以降いつで

も急騰した場合、ＰＣは完了しているとみなすべきである」。 

このカウントが正しければ22.3週サイクルは３つのＭＣで構成された18週で完了した。オーブの最も短いところ

でボトムアウトした。しかし、第三ＭＣがまだ完了していない、あるいは複合パターンで延長されているとすれば、

第三ＭＣの最後の上昇である可能性もまだ残っている。その場合22.3週サイクルの21週目となり、いつでも急落が

ありえる。しかし、このカウントは波形的に無理があるようにみえる。となると、22.3週ＰＣはスタートしたばか

りである。であれば少なくとも４～５週程度、そしてピークは早くても第二ＭＣより、妥当には第三ＭＣの後半につ

けることになるだろう。そう考えると上昇はまだ３週目であり、少なくても８月いっぱいは強い―と見做すべきであ

る。 

＜NYダウ日足＞ 

出来高の水準は低いが、印象的

な7連騰でPCボトムを確認 
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では、2019年に作成したギャン理論による長期見通しを簡単に振り返ろう。 

３．「０」の年 

ポイント 

⚫ 非常に弱気であり、年を通じて下落するか、殆ど上昇しない可能性が高い 

⚫ ボラティリティが高まって乱高下する性質がある 

⚫ 年初からいきなり下げ、３月前後にボトム、６月までにトップを付け再び下降が代表的パターン 

⚫ 例外的に「０」の年が上昇するのは、３年以内に大幅な調整が示現した場合のみだが、2017～18年は上昇した

ので該当しない 

４．長期サイクル 

⚫  新 36 年かつ 12 年サイクルは 2009 年３月スタート。現在は第１－12 年サイクルの最終局面  

⚫  ４年及び 12 年サイクルトップを確認。２年サイクルは 13 カ月、15.5 カ月サイクルは８カ月 ― ほぼ中間

地点をわずかに超えた時点でトップアウトすると予測。想定通りの展開に 

⚫  強気を維持するならば 24 カ月サイクルはその２／３上昇、15.5 カ月サイクルも 12 カ月前後上昇するので、

2020 年６月±１カ月が時間的ターゲットであったが、想定通り早めのピークアウト  

⚫  2016 年 11 月を起点とする第３－４年サイクル（レンジ３～５年）が進行中、長期サイクルの終了時間帯

は 2020 年 10～12 月をコアとして現在～2021 年 11 月（24カ月サイクル上のボトムは2020年12月

±４カ月。15.5カ月サイクルのボトムは2020年10月±３カ月。 

⚫  いずれの場合も過去の下落の習性（17 カ月前後）を踏襲するので、2020 年 10 月以前に長期サイクルがボトム

アウトする可能性は低い 

 

＜NYダウ週足＞ 

PCボトムを確認 ●＝ＰＣボトム、▲＝ＭＣボトム 
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５．シンセティックス 

⚫ 理想的には2020年３～６月をターゲットとする最終上昇局面がやや早めの２月に終了 

⚫ 2022年３月を目指す大幅な下落になる可能性が66％ 

⚫ 強気の場合、2020年10月までの調整にとどまり、その後2022年まで上昇を継続する 

 

６. アニバーサリー 

７月30日はさほど強力ではなかったが、ＰＣボトムであっただろう。８月15日前後は極めて強いアニバーサリ

ーなので、いったんピークアウトの可能性がある点は注意。次の要注意日柄は９月12日である。 
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1/1-6 1/19-22 
1/29  

2/6 2/11 2/25 
  

3/2 3/11 3/22-27 
 

4/2 4/11-20 4/23 
 

5/1-6 5/12 5/18-22 
  

6/3 6/16 6/28 
  

7/2-8 7/15-18 7/20 
  

8/3-10 8/15 8/30 
  

9/1-4 9/12 9/29 
  

10/2-5 10/9-11 10/13  10/24 

11/8 11/15 11/25-29 
  

12/5-8 12/24 12/31 
  

（赤は重要なアニバーサリーデイト、下線は2019年に重要だったアニバーサリー） 

結論  

特段好材料が出た訳ではないが、印象的な上昇であった。出来高が伴っていない点で空売りの買い戻しに過ぎない

―という可能性は残るが、メインシナリオはＰＣが18週で完了したというものである。ただし22.3週サイクルから

は最終ＭＣである可能性はまだ残っているので第一、第二ＭＣボトムの水準である24,843、22,789といったレベル

に急速に近づくような急落が発生した場合は22.3週サイクルがまだ終わっていない可能性は残る。 

しかし波動的にも3つのＭＣと18週で22.3週サイクルは完了したと見做すのが妥当なので、押し目買いをメイン

シナリオとする。 

以上 
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３．日経平均株価分析  

１．日足アップデート 

 

7月31日に大幅下落した後、ギャップアップ。その後の下落もギャップまでにとどまった。さらに早い下降トレ

ンドラインAをブレイクし、13日にはより強いレジスタンスラインであるBも大きなギャップで突き抜けている。

典型的なＰＣボトム後の値動きであり、7月31日がＰＣボトムであったことを強く示唆している。 

 

２. 週足アップデート 

7月31日はＰＣの19週目であった。ＰＣは18週（レンジ13～21週）なので、理想的な時間帯で反転した。 

「ＭＣも６週±２週なので、標準的な日柄の長さであればこれも反転タイミング。なお、日柄に関しては注目してい

た月末～８月の米雇用統計の時間帯に入ってくる。このタイミングで大幅反転が確認できれば、ＰＣはボトムを打っ

たことになる」。上述の通り、セットアップとしても文句なしの反転だった。 

これが正しければ、今週はＰＣの３週目である。ＰＣは４～7週程度上昇するので、依然押し目買いが有効であ

る。 

 

<日経平均日足＞ 

大幅下落が示現 

 

装丁 
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（●＝ＰＣ、▲＝ＭＣ） 

ここからはギャン理論を簡単に確認しておく。  

３.「０」の年  

⚫ 78％の確率で下落ないしはレンジ相場となる 

⚫ 10 年の中で最も弱い年で特に前年が強い場合好対照となるケースが多い 

⚫ 弱気のパターンは２つ。年初からいきなり下げるか、３～６月までは上昇し、その後大幅下落に至る  

⚫ １月 20 日が高値であったので、年初からいきなり下げるパターンが示現したとみなす 

 

４.  長期サイクル 

⚫ 超長期サイクルは 2008 年 11 月にボトムアウト 

⚫ 超長期サイクルは 17 年サイクル３つからなり、17 年サイクルは４年サイクル４つ、あるいは３年サイクル５

～６つからなる 

⚫ 2020 年は 2016 年６月からの４年サイクルの最終局面で、15.5 カ月サイクルの位相も考えると、長期サ

イクルのボトムは 2020 年４月前後（2019 年 12 月～2020 年９月）であった 

⚫ 2020 年３月安値が 15.5 カ月サイクルの 15 カ月目であったことから、15.5 カ月サイクルならびに４年サ

イクルボトムである可能性が高い 

⚫ だが、「０」の年のパターンからは長期サイクルが３月にボトムアウトし、そのまま上昇というパターンは描き

にくいので、再度下降があり得る。ただし、下落が再開しても 22,000 レベルまで戻したことによって最悪

でもダブルボトムのレベルにとどまる。 

<日経平均週足＞ 

新PCの3週目にすぎない 
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５.シンセティックス 

⚫ 2020 年前半はかなり厳しいポイント１への下落相場。ポイント１の想定時間帯は 2020 年６

月～９月だったが、3 月に前倒し。  

⚫ 夏場に高値、11 月頃に安値が到来する可能性があるが、より妥当には 2020 年 1 月あるいは

3～5 月をターゲットとする上昇波動に入っている。  
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６．アニバーサリー 

下線は歴史的アニバーサリーで重要な時間帯（★は 2019 年に強力だった時間帯）。  

月末で PC ボトムを確認した。8 月 7 日は押し目の底。14～17 日はとりあえずの高値か。  

1月 4-7日 1月 12-16日 1月 18-24日 
1月 29日 

2月 3日 2月 10-16日 2月 26-29日 
 

3月 2日 3月 12日 3月 25-30日 
 

4月 1-11日 4月 14-17日 *4月 24-28日 
 

*5月 2-7日 5月 19日 5月 22-23日 
5月 31日 

6月 1-2日 6月 4-6日 6月 12-18日 
6月 29日 

7月 5-9日 7月 13-14日 7月 18-21日 
7月 28日 

8月 6日 8月 17日 8月 20日 
8月 28-31日 

9月 5日 9月 8日 9月 18-21日 
9月 27日 

10月 2-11日 10月 15日 10月 20-28日 
 

11月１日 11月 7～11日 11月 16日 
11月 21日 

12月 1-7日 12月 17日 12月 26日 
 

11月１日 11月７～11日 11月 16日 11月 25-27日 

12月１-７日 12月 17日 12月 26日  
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結論 

季節性と「０」の年のパターンから反転の判断は慎重に、と考えていたが、ギャップアップと

次々とレジスタンスラインをブレイクするあたり、文句なしのＰＣボトムであったといえるだろ

う。アノマリー的にもついてこられない市場参加者は多い筈で、短期的に過熱感があったとして

も数週にわたる上昇が始まったばかりであり、押し目買いが有効である。 

やはり長期サイクル―４年と 15.5 カ月サイクルが３月に同時ボトムアウトした相場は強い。 

ただし、ＰＣのスタート地点である 21,710 を割り込む相場は、前ＰＣが終わっていないか、あ

るいは新ＰＣが極端な下落に転ずることを示唆するので、いったん撤収とする。 

 

以上 

＊詳細は弊社ＷＥＢサイト（https://www.toushinippou.co.jp/products/list.php?category_id=10）まで 

 

＊詳細は弊社ＷＥＢサイトにてお知らせいたします 

＊詳細は kindleストア（http://urx.space/YG3S）をチェック！ 

 

https://www.toushinippou.co.jp/products/list.php?category_id=10
http://urx.space/YG3S

